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((１１) ) 神流川の概要神流川の概要

((２２) ) 樹林化の形成要因分析樹林化の形成要因分析

((３３) ) 今後の神流川の河道変化分析今後の神流川の河道変化分析
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３３．まとめと今後の課題．まとめと今後の課題
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・・神流川においては、近年、河道内の神流川においては、近年、河道内の樹林化樹林化
著しく進行した。著しく進行した。

・・樹林の大半は、外来種であるハリエンジュ樹林の大半は、外来種であるハリエンジュ。。

・樹林化対策、外来種対策の一環として樹林・樹林化対策、外来種対策の一環として樹林
伐採が予定されていた。伐採が予定されていた。

・樹林伐採にあたって、どの区間（箇所）を・樹林伐採にあたって、どの区間（箇所）を
どの程度伐採したらよいかの指針を必要とどの程度伐採したらよいかの指針を必要と
していた。していた。

１．検討の背景１．検討の背景



１）目的１）目的

・・樹林伐採にあたって、自然の営力である「洪水」と「河道樹林伐採にあたって、自然の営力である「洪水」と「河道
整正」を適切に組み合わせ、外来種（ハリエンジュ）に整正」を適切に組み合わせ、外来種（ハリエンジュ）に
よる樹林化を極力抑える（もしくは樹林面積の減少）。よる樹林化を極力抑える（もしくは樹林面積の減少）。

・・樹林伐採に併せ、治水上の安全性の向上に寄与し、かつ、樹林伐採に併せ、治水上の安全性の向上に寄与し、かつ、
伐採効果を持続させる得る河道管理伐採効果を持続させる得る河道管理方策を提案する。方策を提案する。

２）２）検討検討内容内容

①神流川の時間的、空間的変遷を整理し、河道内の樹林化の①神流川の時間的、空間的変遷を整理し、河道内の樹林化の
形成プロセスを明らかにする。形成プロセスを明らかにする。

②今後の神流川の河道変化を②今後の神流川の河道変化を推測し推測し、神流川の流出特性に、神流川の流出特性に
ああったった河道管理を基本スタンスとし、上記①の結果を考河道管理を基本スタンスとし、上記①の結果を考
慮した方策を検討する。慮した方策を検討する。

１．目的と検討内容１．目的と検討内容



 利根川の支川（群馬県・埼玉県の県境）利根川の支川（群馬県・埼玉県の県境）

 流域面積流域面積 ：：407km407km22
（山地（山地380km380km22（約（約93%93%））））

 幹線流路延長：幹線流路延長：87.4km87.4km

 河床勾配河床勾配 ：：1/2201/220程度程度

 川幅川幅((堤間幅堤間幅)) ：：120120～～1,050m1,050m

 地形：大部分が山地地形：大部分が山地

平野部は開析された扇状地を形成平野部は開析された扇状地を形成

 地質：白亜紀に堆積した古い地質地質：白亜紀に堆積した古い地質

図．神流川流域図

下久保ダム
（S43完成、集水面積323km2）

対象区間

（直轄管理区間
L=11.6km）

２－１．神流川の概要２－１．神流川の概要
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○河道内の樹林面積が増加○河道内の樹林面積が増加

○距離毎の樹林占有割合は河道内面積の約○距離毎の樹林占有割合は河道内面積の約33割割

○外来種のハリエンジュ等が大半を占める○外来種のハリエンジュ等が大半を占める

図．1km区間における河道内樹林の占有割合図．樹林面積の経年変化
（S22～H19）
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((１１) ) 樹林化の現状樹林化の現状
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要因分析①要因分析①

・洪水調節施設の完成以降、下流域への洪水時流量が減少した・洪水調節施設の完成以降、下流域への洪水時流量が減少した

図．洪水調節施設による平均年最大流量の減少

洪水調節施設の完成
(S43)

630m3/s

340m3/s

平均年最大流量
約50％減少

((２２) ) 要因分析（外力の変化）要因分析（外力の変化）



70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

-100 0 100 200 300 400 500 600 700 800

標
高

(Y
.P
.m
)

横断距離(m)

昭和30年

平成20年

3.6k

要因分析②要因分析②

・洪水規模の減少や河道掘削により、神流川の低水路幅の縮小、砂州・洪水規模の減少や河道掘削により、神流川の低水路幅の縮小、砂州
形状が変化した形状が変化した （多列砂州から単列砂州の特性を持った河道へ変化）（多列砂州から単列砂州の特性を持った河道へ変化）

図．神流川の低水路変化（3.6k）

図．低水路幅の変化（3.6k）

低水路幅の縮小、
河床低下が顕著に

見られる

3.6k地点

3.6k地点

S22

H19

S22の低水路幅（※航空写真から想定）

Ｈ20の低水路幅

((２２) ) 要因分析（低水路幅の縮小）要因分析（低水路幅の縮小）



要因分析③要因分析③
・神流川は、多列砂州から単列砂州に移行する過程の川であり、・神流川は、多列砂州から単列砂州に移行する過程の川であり、

一部に中州が残されている。一部に中州が残されている。
・この中州が樹林化すると、島状地形となる。・この中州が樹林化すると、島状地形となる。

樹林化の形成プロセス要因分析
①流量の減少、供給土砂量の減少（アーマー化） ⇒②低水路幅の減少

⇒③砂州形状の変化（形状変化過程における単列河道化）

⇒④島状地形における樹林化の進行（冠水頻度の減少、樹林化による流速低減等）

図．砂州形状の変化による中州の形成

H19洪水後

残された中州

((２２) ) 要因分析（砂州形状の変化）要因分析（砂州形状の変化）

中州の樹林化による
島状地形の形成



・神流川の河道は、上流からの物理的条件（流量、・神流川の河道は、上流からの物理的条件（流量、
土砂供給量土砂供給量、河床材料の粗粒化、河床材料の粗粒化）の変化、多列）の変化、多列
から単列砂州への移行過程にあることから、今から単列砂州への移行過程にあることから、今
後は単列砂州河道となることが予想される。後は単列砂州河道となることが予想される。

S22S22

H19
多列から単列砂州へ

単列砂州河道
中州

((３３) ) 今後の河道変化分析今後の河道変化分析(1)(1)



中州の樹林化・固定化による大洪水時の偏流発生

⇒洪水時の偏流の発生による河岸侵食が懸念される

図．残された中州による偏流発生

中州の樹林化による偏流侵食

樹林化の進行（固定化）

川幅の変化による侵食

砂州の固定化

((３３) ) 今後の河道変化に伴う課題今後の河道変化に伴う課題



○○基本的な考え方基本的な考え方

前提：堤間幅が広く、流下能力が十分にある前提：堤間幅が広く、流下能力が十分にある

 以下の以下の①～③の①～③の考え方に基づき、樹林伐採によ考え方に基づき、樹林伐採によ
る河道管理を検討する。る河道管理を検討する。

①神流川の平均年最大流量規模
にあった低水路幅（単列砂州河
道）に誘導

②中州が残されている区間を
単列砂州河道に誘導

③側方侵食については、護岸・
水制にて対応（単列砂州河道の
ほうが河岸侵食箇所の予測が容
易＝管理し易い）

((４４)) 樹林伐採を組み込んだ河道管理樹林伐採を組み込んだ河道管理



○5.0k～藤武橋下流（5.4k）

【特徴】
・5.6k付近で低水路が分岐している。現在の澪筋は右岸よりであるが、H19出水時
（下久保ダム最大放流時）には、左岸よりの分岐水路も洪水が流下している。

・中州上の樹林化が進行し、5.0k～藤武橋の間は特に著しく繁茂しており、
H19出水でも大きな変化はなかった。

・中州の左岸側（白州部）で、貴重種のカワラニガナの生育が確認されている。

平成１２年５月 撮影

平成１９年１１月 撮影

4.9k～5.6k 5.0k～5.6k

中州上の
樹林化

水路の分岐

左岸側
が主流 右岸側

が主流

中州上の
樹林化

((４４) ) 樹林伐採・河道整正事例樹林伐採・河道整正事例



樹林伐採・抜根、表土はぎとり（低水路形成範囲外）凡 例 低水路の掘削

5 . 4k
5 . 6k

5 . 2k
5 . 0k

4 . 8k 4 . 6k

4 .8k 4 . 6k

藤

武
橋

神流川

図．低水路の施工イメージ（5.2k付近）

河道整正地盤高

低水路形成範囲低水路形成範囲外

③主流でない分岐水路の
上流の締切

②ハリエンジュ再萌芽防止のため、
地盤高まで河道整正

掘削箇所

凡 例

河道整正地盤高

①河道整正地盤高から
1ｍまで掘削

樹林化範囲

樹林の伐採・抜根

施工イメージ（例：5.2k）

単列になると考えられる川幅
約110m

((４４) ) 樹林伐採・河道整正施行事例樹林伐採・河道整正施行事例

再萌芽防止の観点から低水路形成
範囲外についても樹林伐採を実施

単列砂州が形成される低水路幅内
の樹林を伐採



伐採前
（平成２１年６月撮影）

伐採後
（平成２２年４月撮影）

図．藤武橋から中州（下流側）を望む（5.4k）

①中州の樹林伐採（左岸側） ②中州の樹林伐採（右岸側）

5 . 4k 5 . 2k
5 . 0k

4 . 8k

4 . 8k

藤

武

橋

②

①

図．撮影位置図

((４４) ) 樹林伐採・河道清正実施状況樹林伐採・河道清正実施状況



・神流川の時間的、空間的変遷より、河道内・神流川の時間的、空間的変遷より、河道内
の樹林化の形成プロセスを明らかにした。の樹林化の形成プロセスを明らかにした。

・洪水調節施設により流量が減少した・洪水調節施設により流量が減少した神流川神流川
において、これまでの河道管理に関する知において、これまでの河道管理に関する知
見を基に川幅を設定し、単列砂州の河川に見を基に川幅を設定し、単列砂州の河川に
誘導しつつ、治水安全度、外来種を考慮し誘導しつつ、治水安全度、外来種を考慮し
た樹林伐採位置を提案した。た樹林伐採位置を提案した。

３３ ．まとめ．まとめ



①モニタリングの継続的な実施①モニタリングの継続的な実施

定点撮影（年１回及び洪水後）、定期測量による経年変化の把握定点撮影（年１回及び洪水後）、定期測量による経年変化の把握

■河道の変化状況の監視（出水、再萌芽と河道変化の関連を把握）■河道の変化状況の監視（出水、再萌芽と河道変化の関連を把握）

■ハリエンジュ等の再萌芽の監視（再萌芽に要する期間、機構を把■ハリエンジュ等の再萌芽の監視（再萌芽に要する期間、機構を把
握）握）

②②効率効率的・的・効果効果的な河道管理的な河道管理
（特に樹林を対象とした）システムの構築（特に樹林を対象とした）システムの構築
サイクル型管理システムサイクル型管理システム

■監視、データ更新・蓄積、■監視、データ更新・蓄積、
評価、対策評価、対策

図．サイクル型管理システム

３．今後の課題３．今後の課題


